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建設業における新型コロナウイルス感染予防対策ガイドラインについて 
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⼯事現場における新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌措置チェックリスト（受注者⽤）

確認
１ ⼯事現場における感染防⽌に向けた⾏動変容

・受注者だけでなく、下請け業者を含む全ての作業員及び来訪者に対し、現場全体で新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌に務めている。 □
・安全衛⽣協議会等において、新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌をテーマとして取り上げ、現場の実態を踏まえた、実現可能な対策を議
 論・実施している。

□

・感染者等が発⽣した場合の対応フローを掲⽰し、周知・徹底している。 □
・その他（                                                           ） □

２ 作業員等の健康管理
（１）⽇常的な健康状態の確認

・出勤前に検温するよう周知し、徹底を求めている。 □
・⼯事現場⼊場時において、作業員の体調（⾵邪症状や発熱の有無等）を確認している。 □
・新規⼊場者教育時等において、体調確認を⾏っている。（または出勤前に検温するよう周知している。） □
・下請け業者を含む全ての作業員等に発熱や⾵邪の症状等があった場合には、速やかに対応フローに基づき報告するとともに、⾃宅待機とするなど
 適切に対応している。

□

・来訪者に対しても検温・体調確認を⾏い、発熱や⾵邪の症状等があった場合には、⼊場を制限している。 □
・その他（                                                           ） □

（２）その他の取組
□

・⼗分な栄養摂取と睡眠の確保に⼼掛けるよう、周知している。 □
・その他（                                                           ） □

３ 基本的な感染症防⽌対策の徹底
（１）咳エチケット・⼿洗い等の徹底

・咳エチケットの徹底を周知している。 □
・こまめな⼿洗い・うがいの徹底を周知している。 □
・マスクの着⽤を徹底している。 □
・マスクを正しく着⽤するよう周知している。 □
・その他（                                                           ） □

（２）⼯事現場の消毒等
・アルコール消毒液を設置している。 □
・不特定の者がよく触れる箇所は、定期的に拭き取り・消毒を実施している。 □
・その他（                                                           ） □

（３）トイレの清掃、ゴミの廃棄等
・作業員等が使⽤するトイレについて、蓋を閉めて汚物を流すように表⽰している。 □
・ペーパータオルを設置するか、個⼈⽤にタオルを準備している。（タオルを共有しない） □
・⿐⽔、唾液等が付いたゴミは、ビニール袋に⼊れて密閉して縛ることとしている。 □
・ゴミを回収する⼈は、マスクや⼿袋を着⽤することとし、作業後は必ず⽯けんと流⽔で⼿洗いをすることとしている。 □
・その他（                                                           ） □

４ 「３つの密」の回避
（１）換気の悪い密閉空間の改善

・現場事務所内の打合せ室や更⾐室等は、定期的※１に換気※２している。
 ※１ 換気回数を毎時２回以上（30分に⼀回以上、数分間程度、窓を全開にする）
 ※２ 複数の窓がある場合、⼆⽅向の壁の窓を開放し、窓が⼀つしかない場合は、ドアを開けることで空気の流れを作る

□

・建物内の⼯事現場などの換気が悪い場所については、定期的な窓開けや送⾵機による換気などを⾏っている。 □
・朝礼は屋外等で実施するなど、密閉空間を避けている。 □
・複数の⼈員で⾞両移動する場合は、窓の開放による換気や座席間隔をあけるための分散乗⾞に努めている。 □
・その他（                                                           ） □

（２）多くの⼈が密集する場所の改善
・作業開始時間の調整を図り、可能な限り時差出勤に努めている。 □
・昼⾷時間や休憩時間に幅を持たせ、分散に努めている。 □
・朝礼等は出席者を限定し必要最低限の⼈数とした上で、⼈との間隔を２m以上確保し実施している。 □
・対⾯での会議や打合せが必要な場合は、⼈と⼈との距離を２ｍ以上取るようにしている。 □
・現場事務所内の作業または打合せスペース等の⼈と⼈とが対⾯する場所は、アクリル板、透明ビニールカーテンなどで遮蔽するようにしている。 □
・現場定例会等の打合せはなるべく避け、資料配付や電話・テレビ会議等の代替⼿段を講じている。 □
・その他（                                                           ） □

（３）近距離での会話や発声の抑制
・作業中において、他の作業者等との間になるべく距離を保持するよう努めている。 □
・第三者との接触が必要な場合は、可能な限り距離を保持した上で対応している。 □
・その他（                                                           ） □

項     ⽬

項⽬の中には、業種、業態、職種等によっては対応できないものがあるかもしれません。ですので、すべての項⽬にチェックが⼊らないからといって、対策が不⼗分と
いうことではありません。現場の実態を確認し、全員（下請け業者、来訪者を含む）がすぐにできることを確実に実施いただくことが⼤切です。

参考：「職場における新型コロナウイルス感染症の拡⼤を防⽌するためのチェックリスト」（厚⽣労働省）


